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候
。
下
々
迄
必
至
と
迷
惑
仕
候
。
江
戸
中
は
不
及
申
、
日
本
国
中
の
騒

動
不
可
過
之
候
。
+
A
先
年
荻
原
近
江
守
殿
御
勘
定
奉
行
の
時
分
、
被

仰
付
候
上
手
間
の
糊
四
つ
賓
御
吹
初
、
共
後
御
停
止
被
仰
向
、
近
江

守
殿
一
人
の
不
調
法
に
相
究
り
候
。
共
節
世
上
の
評
判
花
、御
明
君
の

印
袋
に
間
割
れ
候
と
難
有
率
格
候
成
、
今
般
の
御
吹
替
は
何
郁
哉
覚
。

一
、
元
文
金
銀
吹
替
の
上
容

元
文
二
年
丁
巴
浪
人
何
茶
、
目
安
箱
へ
入
誼
候
普
如
左
。

乍
恐
瞥
付
を
以
巾
上
候

御
常
代
別
て
御
政
務
正
敷
、
土
民
・百
姓
等
陀
豆
迄
車
中
統
官
同
議
候
。

然
虎
今
度
金
銀
吹
替
被
仰
付
候
事
、
路
大
名
・御
抜
本
は
不
及
巾
上

候
。
共
仔
細
は

杉
岡
殴
・一
柳
谷
殴
御
取
立
は
何
事
や
ら
ん
。
依
然
中

は
先
組
よ
り
布
衣
以
上
の
仰
役
儀
、被
相
勤
候
事
は
無
之
候
。
夫
故
今

般
の
吹
替
は
、
制
問
殿
御
篤
第
一
陀
被
致
候
と
の
批
判
に
候
。
右
制

岡
般
は
粧
き
総
量
備
に
仰
潟
と
巾
内
陀
、
後
藤
と
申
・
合
第
一
に
被
致

候
。
日
正
は
御
吟
味
有
之
度
も
の
に
候
。
只
今
迄
の
通
米
下
直
陀
て
は
、

路
大
名
・儲
旗
本
難
立
、
共
上
に
金
銀
吹
替
悲
不
勝
乎
の
御
方
も
多

太
較
し
。
而
の
{
十
を
中
間
陀
隔
た
る
と
て
、
上
下
二
事
と
も
不
ν
見。

先
後
と
も
不
ν
見
。
無
極
陀
而
印
太
極
と
云
立
た

p
。
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包
，

一
、
也
は
窓
平
な
り
。
突
は
持
品
直
な
り
。
務
は
怠
扱
た
り
。

一
、
今
c

歌
末
の
徐
援
と
注
し
て
援
あ
り
て
窓
な
き
字
な
り
。
和
の

歌
や
繍
の
し
ょ
う
が
な
り
。
恥
師
A
Y
る
怠
あ
り
。

や
と
云
意
な
り
。

上
に
は
金
銀
御
山
叫
に
測
候
。
組
制
民
事
を
御
招
と
乍
恐
山
中
存
候
。
紀
州

御
傾
閣
の
御
仕
世
に
て
は
、
日
本
の
御
仕
位
は
相
違
仕
候
。
仮
令
無

理
成
被
仰
向
有
之
候
共
、
五
日
七
日
の
内
に
は
闘
中
銀
り
可
申
候
。

日
本
の
騒
動
は
俄
に
鍬

p
不
巾
事
、
先
年
御
絡
代
大
名
・
仰
放
本
求

を
、
御
大
阪
間
へ
被
篤
召
候
て
被
仰
山
候
K
は、

軽
き
者
を
取
立
召

使
候
て
は
、
家
法
制
慨
に
可
混
成
候
。
取
立
候
共
可
有
心
得
と
の
上
官
、

侍
以
下
陀
至
迄
左
も
可
有
償
と
奉
稿
候
慮
、
口
正
以
て
大
医
相
逮
仕

一
、
狛
。
街
。
二
字
同
窓
な
り
。
ま
た
と
詩
す
。
和
誇
に
て
は
前
伺

の
尾
に
あ
り
。
務
官
に
て
は
後
何
の
首
陀
あ
り
。
近
世
和
人
狛品
川の

ニ
字
を
和
訓
に
迷
て
、
な
を
/
¥
の
立
陀
府
る
は
大
な
る
訣
な

p。

て
柳
。
俗
陀
す
と
し
の
意
陀
用
る
は
あ
し
A
。
し
ば
し
と
課
す
。

晋
の
院
威
か
七
夕
花
、
人
皆
帥
抑
制
棚
の
新
を
晒
せ
ば
、
我
は
大
布
白
下

帯
主
、
竿
の
先
に
か
け
て
柳
-F
耳
と
云
た
る
も
、
し
ば
し
此
の
分
ぢ
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